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大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
早
稲
田
大
学
の
歴
史
や
創
設
者
大
隈
重
信
に
関
わ
る
資
料
を
広
く
収
集
し
て
い
る
が
、
本
資
料
は
そ
う
し
た
活
動
に
よ
り
入
手
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
隈
重
信
が
党
首
を
務
め
た
立
憲
改
進
党
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。
　
遺
憾
な
が
ら
、
目
下
の
と
こ
ろ
本
資
料
の
関
係
者
で
あ
る
後
藤
雅
信
の
履
歴
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
本
資
料
か
ら
判
明
す
る
事
実
、
　
　
・
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
一
月
に
改
進
党
名
簿
に
登
録
　
　
・
こ
の
頃
、
修
進
社
に
関
係
し
た
　
　
・
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
十
二
月
に
改
進
党
を
脱
党
　
　
・
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
二
月
に
改
進
党
に
再
入
党
以
外
の
確
実
な
履
歴
情
報
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
後
藤
が
関
係
し
た
修
進
社
と
は
、「
訴
訟
鑑
定
」
を
扱
う
法
律
事
務
所
で
あ
る
。
改
進
党
を
創
設
し
た
際
の
一
母
体
と
な
っ
た
こ
と
で
後
藤
雅
信
関
係
資
料
│
│ 
立
憲
改
進
党
お
よ
び
そ
の
掌
事
小
野
梓
に
関
係
す
る
党
務
資
料 
│
│
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知
ら
れ
、
河
野
敏
鎌
・
中
野
武
営
・
春
木
義
彰
・
北
畠
治
房
ら
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
藤
雅
信
の
名
は
明
治
期
の
代
言
人
一
覧
の
名
簿
に
は
記
載
が
な
く
、
代
言
人
と
し
て
勤
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
人
は
改
進
党
に
再
入
党
し
た
後
、
い
つ
ま
で
党
員
だ
っ
た
か
も
不
明
で
あ
り
、『
立
憲
改
進
党
党
報
』（
一
八
九
二
年
十
二
月
〜
）
の
初
期
の
号
に
は
す
で
に
そ
の
名
が
見
え
て
い
な
い
。
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
以
後
、
早
い
段
階
で
再
度
党
か
ら
離
れ
た
か
、
あ
る
い
は
逝
去
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
後
藤
雅
信
は
履
歴
が
な
お
判
然
と
し
な
い
人
物
で
あ
り
、
改
進
党
の
運
営
に
も
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
本
資
料
は
そ
う
し
た
意
味
で
改
進
党
中
枢
の
動
向
を
新
た
に
解
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
　
し
か
し
、
一
改
進
党
員
と
党
と
の
関
わ
り
の
実
際
を
示
し
て
い
る
点
で
は
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
本
資
料
に
よ
っ
て
、
改
進
党
に
お
け
る
党
費
の
領
収
証
や
党
員
へ
の
通
知
文
書
の
形
態
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
次
資
料
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
修
進
社
と
改
進
党
の
関
わ
り
も
、
事
実
と
し
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
資
料
に
は
在
京
党
員
名
簿
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、『
立
憲
改
進
党
党
報
』
発
刊
以
前
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
名
簿
は
貴
重
で
あ
る
。
　
ま
た
、
本
資
料
に
は
、
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
の
事
実
上
の
創
設
者
と
も
い
え
る
小
野
梓
の
資
料
が
含
ま
れ
る
点
に
も
、
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
小
野
の
資
料
は
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
小
野
梓
全
集
』（
全
五
巻
、
一
九
七
八
〜
一
九
八
二
年
）
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、
党
掌
事
（
改
進
党
の
幹
事
役
）
と
し
て
の
小
野
の
資
料
は
稀
少
で
あ
り
、
そ
の
事
務
の
実
際
を
考
え
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
　
改
進
党
で
は
、
党
員
名
簿
に
由
来
す
る
解
党
問
題
に
よ
り
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
十
二
月
十
七
日
に
総
理
（
党
首
）
大
隈
重
信
と
副
総
理
河
野
敏
鎌
が
脱
党
し
、
同
月
二
十
一
日
に
大
隈
の
側
近
で
あ
る
小
野
も
党
の
掌
事
を
辞
任
し
た
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
そ
の
翌
日
の
二
十
二
日
に
お
い
て
、
小
野
は
掌
事
と
し
て
後
藤
の
脱
党
の
事
務
を
処
理
し
て
い
る
。
そ
の
筆
跡
が
確
か
に
当
人
の
も
の
で
あ
る
と
399
す
れ
ば
、
小
野
は
我
が
意
に
反
し
た
党
の
動
向
に
も
気
を
腐
ら
せ
ず
、
最
後
ま
で
几
帳
面
に
党
務
を
こ
な
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
本
資
料
の
出
現
に
よ
っ
て
初
め
て
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
柄
で
あ
る
。
　
本
資
料
は
内
容
が
豊
富
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
改
進
党
や
小
野
に
関
す
る
埋
も
れ
が
ち
な
事
実
の
一
端
を
、
か
え
っ
て
保
存
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
資
料
的
な
意
義
を
認
め
、
そ
の
資
料
の
全
部
を
左
に
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
た
。
　
翻
刻
の
体
裁
に
お
い
て
は
、
旧
漢
字
・
異
体
字
は
す
べ
て
新
漢
字
に
直
し
た
ほ
か
、
文
章
に
は
適
宜
句
読
点
を
挿
入
し
た
。
資
料
は
後
藤
の
最
初
の
入
党
時
期
、
二
度
目
の
入
党
時
期
、
そ
の
他
に
分
類
し
、
時
代
順
に
配
置
し
た
。
さ
ら
に
、
特
定
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
編
者
に
よ
る
注
記
を
翻
刻
文
の
後
に
追
加
し
、
そ
の
意
義
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
し
た
。
１　
春
木
義
彰
・
小
野
梓
・
牟
田
口
元
学
書
簡
（
印
刷
）　
後
藤
雅
信
宛
 
明
治
十
六
年
一
月
十
日
御
希
望
ニ
応
シ
其
筋
之
認
可
ヲ
経
テ
党
員
名
簿
ニ
貴
名
致
登
録
候
。
此
旨
及
御
報
候
也
。
　
　
明
治
十
六
年
一
月
十
日
 
立
憲
改
進
党
掌
事　
春
木
義
彰　
春
木
義
彰
印
 
小
野
梓　
小
野
梓
印
 
牟
田
口
元
学　
牟
田
口
元
学
印
後
藤
雅
信
殿
（
注
）　
署
名
と
宛
先
は
墨
書
。
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
七
月
十
五
日
付
の
全
文
墨
書
に
よ
る
「
市
島
謙
吉
宛
入
党
登
録
通
知
書
」（「
市
島
春
城
愧
400
存
経
歴
文
書
」、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
と
、
一
字
を
除
い
て
同
文
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
春
木
・
牟
田
口
・
小
野
の
順
）。
本
文
の
筆
跡
は
、
両
者
の
資
料
に
お
い
て
似
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
　
な
お
、『
郵
便
報
知
新
聞
』
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
一
月
六
日
よ
り
一
月
二
十
三
日
ま
で
、
改
進
党
員
の
名
簿
が
連
載
さ
れ
て
い
る
が
、
後
藤
雅
信
の
名
は
こ
の
名
簿
よ
り
漏
れ
て
い
る
。
２　
大
隈
重
信
封
筒　
後
藤
雅
信
宛
 
明
治
十
六
年
四
月
十
日
（
消
印
）
﹇
表
﹈
日
本
橋
本
両
替
町　
修
進
社　
後
藤
雅
信
様
﹇
裏
﹈
飯
田
町　
大
隈
重
信
３　
小
野
梓
書
簡　
後
藤
雅
信
宛
 
（
明
治
十
六
）
年
十
月
二
日
拝
啓　
陳
者
本
党
十
六
年
分
元
資
金
御
送
付
に
相
成
正
ニ
落
手
致
候
。
就
而
者
別
紙
領
収
証
壱
葉
御
郵
送
致
候
間
、
御
受
納
被
下
度
候
也
。
　
　
十
月
二
日
 
梓
後
藤
雅
信
様
401
﹇
領
収
証
﹈
　
　
証
第
一
二
七
〇
号　
小
野
梓
印
一　
金
壱
円　
 
伊
東
印
　
　
但
十
六
年
分
元
資
金
右
正
ニ
領
収
候
也
　
　
明
治
十
六
年
十
月
二
日
　
　
　
　
　
　
立
憲
改
進
党
掌
事　
小
野
梓
印
後
藤
雅
信
殿
﹇
封
筒
表
﹈
日
本
橋
本
両
替
町
十
三
番
地
修
進
社
ニ
テ　
後
藤
雅
信
様　
領
収
証
在
中
﹇
封
筒
裏
﹈
東
京
神
田
区
中
猿
楽
町
五
番
地
第
弐
号　
小
野
梓
（
注
）　
小
野
梓
「
留
客
斎
日
記
」
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
十
月
二
日
に
は
、「
事
務
所
に
到
り
て
ま
た
事
を
処
す
」
と
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
寄
託
「
小
野
梓
文
書
」、
前
掲
『
小
野
梓
全
集
』
第
五
巻
所
収
。
原
文
は
漢
文
、
以
下
同
様
）。
　
ま
た
、
小
野
が
党
費
を
処
理
し
た
書
類
と
し
て
は
、
本
書
簡
と
筆
跡
が
同
一
で
あ
る
一
八
八
三
年
三
月
六
日
付
の
間
宮
清
十
郎
宛
書
簡
（
国
立
402
国
会
図
書
館
寄
託
「
小
野
梓
文
書
」）
と
、
そ
の
別
紙
で
あ
る
三
月
一
日
付
の
党
費
領
収
証
が
あ
る
が
（
西
村
真
次
『
小
野
梓
伝
』
一
四
四
頁
の
次
の
口
絵
写
真
）、
書
簡
の
文
面
は
ま
っ
た
く
相
違
し
て
お
り
、
党
費
の
領
収
額
も
本
資
料
と
相
違
し
て
金
五
拾
銭
（「
但
十
五
年
分
元
資
金
」
と
あ
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
領
収
証
の
番
号
は
「
第
三
五
二
号
」
と
あ
り
、
本
資
料
の
領
収
証
番
号
と
つ
き
合
わ
せ
れ
ば
、
改
進
党
は
一
八
八
三
年
の
お
よ
そ
七
か
月
の
間
に
、
九
百
枚
強
の
領
収
証
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
４　
小
野
梓
書
簡　
後
藤
雅
信
宛
 
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
貴
下
除
名
之
儀
御
申
越
ニ
相
成
其
筋
ヘ
除
名
届
出
候
間
此
段
及
御
答
候
也
。
　
　
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
 
立
憲
改
進
党
掌
事　
小
野
梓　
小
野
梓
印
後
藤
雅
信
殿
（
注
）　
本
書
簡
の
年
月
日
は
か
な
り
明
瞭
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
留
客
斎
日
記
」
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
十
二
月
二
十
一
日
条
に
は
、「
改
進
党
の
組
織
一
変
し
、そ
の
旧
に
非
ず
。余
の
こ
れ
に
尽
く
す
所
以
の
分
ま
た
畢
る
。乃
ち
病
を
以
っ
て
退
休
を
乞
う
」、そ
の
翌
二
十
二
日
条
に
は
「
東
洋
館
に
到
る
」
と
あ
り
、
当
日
に
小
野
が
党
の
事
務
所
に
来
た
記
述
が
な
い
。
本
書
簡
の
筆
跡
も
３
書
簡
と
は
印
象
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
本
書
簡
の
小
野
の
署
名
や
宛
先
名
の
書
き
方
は
３
書
簡
と
似
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
　
小
野
が
掌
事
と
し
て
党
員
除
籍
を
処
理
し
た
資
料
と
し
て
は
、
他
に
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
五
月
三
十
日
「
市
島
謙
吉
宛
除
名
通
知
書
」
（「
市
島
春
城
愧
存
経
歴
文
書
」、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
が
あ
り
、
文
面
は
お
お
む
ね
同
一
で
あ
る
。
こ
の
「
除
名
通
知
書
」
に
は
本
書
簡
の
書
き
方
と
似
た
字
が
い
く
つ
か
あ
り
、
こ
の
両
資
料
と
も
に
「
明
治
」
の
「
明
」
の
字
の
へ
ん
を
「
目
」
に
書
い
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
403
小
野
は
そ
の
自
筆
に
お
い
て
し
ば
し
ば
「
明
」
の
字
を
「
目
」
へ
ん
に
書
い
て
お
り
、
こ
れ
は
小
野
梓
草
稿
「
国
憲
論
綱
」
の
奥
付
や
「
留
客
斎
日
記
」
に
お
け
る
一
八
八
一
年
〜
八
五
年
の
年
頭
の
文
字
に
も
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
な
お
、
改
進
党
で
は
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
十
二
月
二
十
一
日
に
事
務
所
に
お
い
て
臨
時
会
を
開
き
、
総
理
と
掌
事
を
廃
止
し
、
事
務
委
員
七
名
を
設
置
し
た
。
つ
い
で
、
翌
年
二
月
十
五
日
の
党
大
会
に
お
い
て
、
こ
れ
を
明
記
し
た
党
規
の
改
正
を
行
っ
た
（『
読
売
新
聞
』
一
八
八
四
年
十
二
月
二
十
三
日
、『
東
京
日
日
新
聞
』
一
八
八
五
年
二
月
十
七
日
）。
５　
立
憲
改
進
党
掌
事
書
簡　
後
藤
雅
信
宛
 
（
明
治　
　
）
年
一
月
十
一
日
来
ル
十
五
日
午
後
第
二
時
よ
り
当
所
ニ
於
テ
月
次
会
相
催
候
ニ
付
、
御
出
席
之
否
明
後
十
三
日
迄
御
報
道
被
下
度
候
也
。
　
　
一
月
十
一
日
 
神
田
区
中
猿
楽
町
五
番
地
第
一
号　
立
憲
改
進
党
掌
事
後
藤
雅
信
殿
追
テ
会
費
金
五
拾
銭
御
持
参
有
之
度
候
也
。
（
注
）　
本
書
簡
は
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
い
ず
れ
か
の
も
の
で
あ
る
が
、『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
両
年
と
も
一
月
十
五
日
に
改
進
党
の
月
次
会
が
開
か
れ
て
い
る
（
一
八
八
三
年
一
月
十
六
日
お
よ
び
八
四
年
一
月
十
七
日
紙
）。
本
書
簡
の
筆
跡
は
３
書
簡
の
筆
跡
と
は
相
違
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
掌
事
で
あ
っ
た
牟
田
口
元
学
と
春
木
義
彰
の
う
ち
、
牟
田
口
の
筆
跡
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
大
隈
重
信
宛
牟
田
口
元
学
の
諸
書
簡
）
に
は
明
ら
か
に
遠
く
、
春
木
の
筆
跡
（
同
春
木
義
彰
の
諸
書
簡
）
に
は
近
い
印
象
が
あ
る
が
、
明
確
に
同
一
と
み
な
し
得
る
文
字
は
な
お
検
出
し
得
な
い
。
404
６　
立
憲
改
進
党
掌
事
書
簡　
後
藤
雅
信
宛
 
（
明
治　
　
）
年
一
月
二
十
一
日
啓　
陳
ハ
当
時
貴
下
之
御
寄
留
所
詳
細
御
報
道
有
之
度
候
也
。
　
　
一
月
廿
一
日
 
立
憲
改
進
党
掌
事
後
藤
雅
信
殿
（
注
）　
筆
跡
は
５
書
簡
と
同
一
で
あ
る
。
７　
小
野
梓
封
筒　
後
藤
雅
信
宛
 
（
明
治　
　
）
年
（　
　
）
月
（　
　
）
日
﹇
表
﹈
日
本
橋
区
本
両
替
町
十
三
番
地　
修
進
社
ニ
テ　
後
藤
雅
信
殿
﹇
裏
﹈
東
京
神
田
区
中
猿
楽
町
五
番
地
第
弐
号　
小
野
梓
（
注
）　
裏
面
に
「
一
月
十
三
日
回
答
済
」
と
朱
書
が
あ
る
。
　
修
進
社
は
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
十
二
月
に
麴
町
区
飯
田
橋
よ
り
日
本
橋
区
本
両
替
町
十
三
番
地
に
移
転
し
、
さ
ら
に
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
十
月
頃
に
日
本
橋
区
蛎
殻
町
二
丁
目
十
四
番
地
に
移
転
し
た
（『
読
売
新
聞
』
一
八
八
二
年
十
二
月
二
日
広
告
、
同
一
八
八
六
年
十
月
五
日
広
告
）。
405
８　
後
藤
雅
信
書
簡　
立
憲
改
進
党
掌
事
宛
 
明
治
二
十
二
年
一
月
十
九
日
小
生
義
別
紙
書
面
写
之
通
リ
不
得
止
事
情
有
之
脱
党
仕
居
候
処
、
最
早
右
事
情
モ
相
解
ケ
候
ニ
付
再
ヒ
御
加
名
被
成
下
度
、
此
段
伏
シ
テ
奉
願
上
候
也
。
　
　
明
治
二
十
二
年
一
月
十
九
日
 
本
郷
区
根
津
宮
永
町
九
番
地　
後
藤
雅
信
立
憲
改
進
党
掌
事
坐
下
（
注
）　
前
記
の
通
り
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
お
い
て
改
進
党
に
掌
事
の
役
職
は
存
在
し
な
い
。
９　
立
憲
改
進
党
事
務
所
は
が
き　
後
藤
雅
信
宛
 
明
治
二
十
二
年
（
消
印
）
二
月
七
日
﹇
表
﹈
本
郷
区
根
津
宮
永
町
九
番
地　
後
藤
雅
信
殿
﹇
裏
﹈
其
筋
之
認
可
ヲ
経
貴
名
名
簿
ヘ
登
録
致
候
也
。
　
　
二
月
七
日
 
神
田
区
猿
楽
町
廿
番
地　
立
憲
改
進
党
事
務
所
印
406
10　
立
憲
改
進
党
事
務
所
は
が
き　
後
藤
雅
信
宛
 
明
治
二
十
二
年
（
消
印
）
二
月
十
一
日
﹇
表
﹈
本
郷
区
根
津
宮
永
町
九
番
地　
後
藤
雅
信
殿
 
神
田
区
猿
楽
町
廿
番
地　
改
進
党
事
務
所　
立
憲
改
進
党
事
務
所
印
﹇
裏
﹈
拝
啓　
大
会
演
説
会
ノ
事
ニ
付
前
以
御
相
談
申
度
候
間
、
明
十
二
日
午
後
五
時
ヨ
リ
当
事
務
所
ヘ
御
来
会
被
下
度
候
也
。
　
　
二
月
十
一
日
尚
々
本
月
々
次
会
ハ
休
会
ス
。
大
会
御
出
席
ノ
有
無
来
十
四
日
中
ニ
御
一
報
ヲ
乞
。
11　
立
憲
改
進
党
事
務
所
は
が
き　
後
藤
雅
信
宛
 
明
治
二
十
二
年
（
消
印
）
三
月
六
日
﹇
表
﹈
本
郷
区
根
津
宮
永
町
九
番
地　
後
藤
雅
信
殿
﹇
裏
﹈
前
略　
陳
者
例
月
之
通
り
来
ル
十
五
日
午
後
五
時
よ
り
当
処
ニ
於
テ
月
次
会
相
開
き
、
終
テ
神
田
淡
路
町
万
代
軒
ニ
於
テ
宴
会
相
催
可
申
候
ニ
付
、
万
障
御
繰
合
御
来
会
被
成
下
度
、
尤
も
直
ニ
万
代
軒
へ
御
出
席
被
下
候
而
も
宜
し
く
御
座
候
。
且
ツ
又
右
御
来
会
之
有
無
来
ル
407
十
二
日
迄
ニ
御
報
被
下
度
申
進
候
也
。
　
　
三
月
六
日
 
神
田
区
猿
楽
町
二
十
番
地　
改
進
党
事
務
所
12　
立
憲
改
進
党
領
収
証
　
　
証
第
三
九
〇
五
号
一　
金
参
拾
銭
也
　
　
但
明
治
廿
二
年
度
元
資
金
右
正
ニ
領
収
候
也
　
　
　
　
　
立
憲
改
進
党
事
務
所　
立
憲
改
進
党
事
務
所
印
明
治
廿
二
年
五
月
十
五
日
　
　
後
藤
雅
信
殿
務
所
印
408
13　
立
憲
改
進
党
事
務
所
は
が
き　
後
藤
雅
信
宛
 
明
治
二
十
二
年
（
消
印
）
八
月
三
十
日
﹇
表
﹈
本
郷
区
根
津
宮
永
町
九
番
地　
後
藤
雅
信
殿
﹇
裏
﹈
明
卅
一
日
も
引
続
き
御
相
談
申
上
度
儀
有
之
候
間
、
午
后
六
時
当
事
務
所
ヘ
御
参
集
有
之
度
候
也
。
　
　
八
月
三
十
日
 
改
進
党
事
務
所
14　
林
和
一
・
波
多
野
伝
三
郎
・
乙
部
鼎
他
四
十
六
名
書
簡
（
印
刷
）　
後
藤
雅
信
宛
 
明
治
二
十
二
年
九
月
（　
　
）
日
各
位
御
無
事
之
条
珍
重
に
奉
存
候
。
御
承
知
之
如
く
方
今
内
治
外
交
上
之
大
問
題
目
前
に
迫
り
、
此
際
平
生
憂
国
之
志
を
懐
抱
す
る
者
黙
過
す
べ
き
儀
に
無
之
と
存
じ
、
当
九
月
二
十
五
日
よ
り
数
日
間
憂
国
之
志
士
大
に
東
京
に
会
同
し
、
懇
親
会
及
び
演
説
会
を
開
き
種
々
御
相
談
致
置
度
儀
も
有
之
候
に
付
、
御
多
忙
と
は
存
候
得
共
万
障
御
繰
合
可
相
成
、
同
志
者
御
誘
引
之
上
来
る
二
十
二
日
迄
に
御
上
京
被
下
度
奉
待
上
候
。
尚
ほ
会
場
之
儀
は
二
十
二
日
迄
に
取
定
可
申
都
合
ニ
候
。
将
又
演
説
会
へ
御
出
席
相
成
候
御
方
は
来
る
十
五
日
迄
に
東
京
市
京
橋
区
南
鍋
町
一
丁
目
一
番
地
全
国
同
志
懇
親
会
事
務
所
へ
演
説
題
、
演
説
者
之
住
所
姓
名
年
齢
共
御
届
被
下
度
、
集
会
条
例
の
都
合
も
有
之
候
ゆ
え
為
念
此
段
申
上
置
候
。
追
而
準
備
之
都
合
も
有
之
候
間
、
御
来
会
之
有
無
至
急
御
一
報
被
下
度
存
候
。
但
し
会
費
二
十
銭
の
予
定
に
御
座
候
也
。
409
　
　
明
治
廿
二
年
九
月　
日
　
林
和
一　
　
　
　
　
波
多
野
伝
三
郎
　
乙
部
鼎　
　
　
　
　
岡
野
寛
　
小
川
三
千
三　
　
　
大
塚
藤
平
　
渡
辺
又
兵
衛　
　
　
加
藤
政
之
助
　
上
遠
野
富
之
助　
　
吉
田
熹
六
　
吉
田
幸
作　
　
　
　
高
木
正
年
　
高
田
早
苗　
　
　
　
竹
村
良
貞
　
高
木
守
三
郎　
　
　
角
田
真
平
　
中
野
武
営　
　
　
　
名
倉
甚
右
衛
門
　
宇
川
盛
三
郎　
　
　
楳
川
忠
兵
衛
　
野
口
本
之
助　
　
　
久
保
田
与
四
郎
　
矢
野
文
雄　
　
　
　
山
中
隣
之
助
　
山
谷
虎
三　
　
　
　
山
口
鉄
之
助
　
松
田
秀
雄　
　
　
　
丸
山
名
政
　
前
田
健
次
郎　
　
　
藤
田
高
之
　
肥
塚
竜　
　
　
　
　
枝
元
長
辰
　
青
木
匡　
　
　
　
　
浅
香
克
孝
410
　
秋
庭
浜
太
郎　
　
　
佐
久
間
貞
一
　
佐
藤
正
興　
　
　
　
作
本
棟
造
　
桐
原
捨
三　
　
　
　
箕
浦
勝
人
　
島
田
三
郎　
　
　
　
志
摩
万
次
郎
　
寺
家
村
逸
雅　
　
　
塩
入
太
輔
　
秀
島
家
良　
　
　
　
久
松
義
典
　
平
松
福
三
郎　
　
　
須
藤
時
一
郎
　
鈴
木
良
輔
　
後
藤
雅
信
殿
﹇
入
場
券
﹈
明
治
廿
二
年
九
月
自
廿
七
日
至
廿
九
日
正
午
十
二
時
ヨ
リ
新
富
座
ニ
テ
開
会
政談
大
演
説
会
特別
入
場
券
此
入
場
券
ハ
傍
聴
一
人
一
日
限
リ
ト
ス　
　
　
　
　
　
 
会
主  
会
主
印
章
411
（
注
）　
書
簡
宛
先
の
「
後
藤
雅
信
殿
」
は
墨
書
。
　
改
進
党
で
は
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
九
月
二
十
五
日
に
臨
時
党
大
会
を
開
催
し
、
二
十
七
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た
り
大
隈
外
相
の
条
約
改
正
を
支
持
す
る
「
政
談
大
演
説
会
」
を
開
催
し
た
。
15　
立
憲
改
進
党
事
務
所
書
簡　
（
後
藤
雅
信
）
宛
 
（
明
治　
　
）
年
二
月
十
五
日
拝
啓　
傍
聴
券
弐
枚
御
郵
送
申
上
候
間
御
落
手
被
成
下
度
候
也
。
　
　
二
月
十
五
日
 
改
進
党
事
務
所
16　
人
名
表
（
印
刷
）
現
時
在
京
党
員
人
名
　
　
伊
藤
伯
也　
　
　
　
　
池
田
虎
司　
　
　
　
　
井
上
寛
一
　
　
磯
部
弥
一
郎　
　
○
●
波
多
野
伝
三
郎　
　
●
「
沼
間
守
一
●
●
岡
野
寛　
　
　
　
　
●
小
栗
貞
雄　
　
　
●
●
小
川
三
千
三
●
○
尾
崎
行
雄　
　
　
　
　
太
田
昇
観　
　
　
　
●
渡
辺
又
兵
衛
　
●
渡
辺
義
雄　
　
　
　
　
片
岡
勝
太
郎　
　
　
　
加
賀
精
一
　
●
上
遠
野
富
之
助　
　
　
金
子
吉
之
助　
　
　
○
加
藤
政
之
助
412
●
△
吉
田
熹
六　
　
　
　
●
吉
岡
育　
　
　
　
　
●
竹
村
良
貞
　
　
高
木
守
三
郎　
　
　
　
田
中
鉄
五
郎　
　
　
　
高
木
正
年
　
●
土
山
虎
四
郎　
　
●
●
角
田
真
平　
　
　
　
　
中
村
盛
周
●
○
中
野
武
営　
　
　
　
●
野
口
本
之
助　
　
　
　
野
沢
金
一
　
●
久
保
田
与
四
郎　
　
　
栗
原
賢
次
郎　
　
　
　
国
本
要
造
●
○
矢
野
文
雄　
　
　
　
●
山
谷
虎
造　
　
　
　
　
山
本
義
倚
　
　
山
口
鉄
之
助　
　
●
●
丸
山
名
政　
　
　
　
　
松
本
秀
茂
　
●
松
田
秀
雄　
　
　
　
　
町
田
茂
助　
　
　
　
●
益
田
克
徳
　
　
福
井
和
三
郎　
　
　
●
「
藤
田
茂
吉　
　
△
●
肥
塚
竜
　
　
後
藤
雅
信　
　
　
　
●
枝
元
長
辰　
　
　
　
　
秋
庭
節
三
郎
　
●
粟
屋
竜
蔵　
　
　
　
　
秋
庭
浜
太
郎　
　
　
　
安
藤
儀
八
郎
●
△
青
木
匡　
　
　
　
　
●
浅
田﹇香﹈克
孝　
　
　
　
　
佐
久
間
長
四
郎
　
　
境
豊
吉　
　
　
　
　
●
佐
久
間
貞
一　
　
　
●
桐
原
捨
三
　
　
木
村
重
熙　
　
　
○
●
箕
浦
勝
人　
　
　
○
●
島
田
三
郎
　
　
首
藤
光
輝　
　
　
△
●
寺
家
村
逸
雄　
　
●
●
志
摩
万
次
郎
　
　
塩
島
甚
平　
　
　
　
●
匹
田
鋭
吉　
　
　
　
　
広
岡
豊
太
郎
　
　
東
長
語　
　
　
　
　
●
平
松
福
三
郎　
　
△
●
久
松
義
典
●
△
秀
島
家
良　
　
　
　
●
森
田
文
蔵　
　
　
　
●
守
屋
此
助
413
　
　
本
橋
勝
右
衛
門　
　
●
瀬
下
清
通
（
注
）　
●
は
鉛
筆
書
き
し
た
上
に
朱
書
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
。
　
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
十
一
月
八
日
の
大
隈
重
信
宛
田
中
正
造
書
簡
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
大
隈
文
書
」
Ｂ
四
六
九
八
）
の
別
紙
に
、
本
資
料
と
題
名
が
よ
く
似
た
名
簿
が
あ
り
、
そ
の
中
に
後
藤
雅
信
の
名
が
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
名
簿
の
内
容
自
体
は
相
違
し
て
お
り
、
別
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
本
資
料
の
年
代
で
あ
る
が
、小
野
梓
等
初
期
の
主
要
な
在
京
改
進
党
員
の
名
が
見
え
て
い
な
い
の
で
、後
藤
雅
信
が
再
入
党
し
た
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
二
月
以
後
の
時
期
の
も
の
、
一
八
九
〇
年
五
月
十
七
日
に
逝
去
し
た
沼
間
守
一
の
名
が
見
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
欧
米
に
外
遊
し
て
い
た
尾
崎
行
雄
の
名
が
見
え
て
お
り
（
一
八
八
八
年
一
月
よ
り
外
遊
）、
本
資
料
が
作
成
さ
れ
た
の
は
尾
崎
が
帰
朝
し
た
一
八
八
九
年
十
二
月
以
後
の
時
期
に
絞
ら
れ
る
。
17　
カ
ー
ド
（
印
刷
）
﹇
表
﹈
委
員　
 
会
主
印
章
﹇
裏
﹈
 
会
主
印
章
（
注
）　
「
委
員
」
は
墨
書
。
18　
差
出
人
不
明
書
簡　
後
藤
雅
信
宛
 
（　
　
）
年
八
月
三
日
414
今
朝
小
子
外
出
中
豊
原
子
帰
塾
俄
ニ
帰
省
之
義
被
申
候
雖
、
猶
承
候
得
ハ
御
寄
留
所
ニ
両
名
之
虎
列
拉
感
者
有
之
、
兄
台
ニ
も
少
々
御
患
所
御
坐
候
由
扨
々
驚
愕
之
至
奉
存
候
。
如
何
之
御
状
ニ
御
坐
候
哉
。
何
分
御
手
厚
ニ
御
加
養
奉
祈
候
。
不
在
中
之
義
豊
原
子
ニ
親
し
く
御
様
子
相
質
ね
候
を
不
得
、
深
軫
念
折
家
人
少
差
遣
之
者
ヲ
欠
候
ニ
付
、
乍
略
義
書
中
拝
訊
如
是
ニ
御
坐
候
。
草
々
不
悉
　
　
八
月
三
日
 
照
□
〔
陽
カ
・
判
読
不
能
〕
　
　
後
藤
雅
信
様
